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5～10年後のマイルストーン
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経営計画策定にあたり

当社は、社訓や企業理念の実現に向けて、
この3年間で取組むべき基本方針や目標を中期経営計画として定めています。

R10 マイルストーン

R15 マイルストーン

社訓

企業理念

中期経営計画【R6～R8】

「安全と技術の名工」「社員が誇れる企業」目指す企業像

「誠実・和して同ぜず」社訓

「 私 た ち は 安 全 第 一 を 旨 と し 、 お 客 様 の 満 足 が
得 ら れ る も の を 誠 実 の 心 と 先 端 の 技 術 力 で
つくりあげ、未来に夢と希望を託せる働きがい
の あ る 企 業 を 目 指 す と と も に 、 社 業 の 発 展 を
通じて広く社会に貢献します」

企 業 理 念
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R10・Ｒ15マイルストーンについて

R15 マイルストーン
R10 マイルストーン

“ 第19次経営計画 ”

社会情勢に左右されない盤石な経営基盤を構築するため、 3か年の中期経営計画 『第19次経営計画』を
策定するとともに、「挑戦する目標」として『 5・10年後のマイルストーン』 を設定。

社員はもとより、すべてのステークスホルダーに対して、より⾧期的なスパンでも魅力のある名工建設
を目指し、役員・社員が目標達成に向けて何をすべきか考えました。

なお、事業環境等が大きく変化した場合には柔軟に対応し、その見直しを図ることとします。

R6 R8 R10 R15 
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第 18 次 経 営 計 画 の 目 標 『 信 頼 ・ 競 争 力 ・ 実 行 力 ： ３ C イ ノ ベ ー シ ョ ン 』
が実を結びつつあります。

これまで築いた経営基盤を礎に、次に目指すべきは、社会の変化に対応し
明るい未来をつくるための

『さらなる成⾧への挑戦』です。

安 全 ・ 品 質 ・ コ ン プ ラ イ ア ン ス と い っ た 基 本 理 念 は 守 り 磨 き つ つ 、
人材の確保・受注基盤の拡大と利益の確保・DXなどによる飛躍を目指します。

さらに事業成⾧に欠かせない社員育成と活躍を図り、ワークライフバランス
と働きがいのある企業を実現していきます。
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『挑戦、未来へ 4つのC』
スローガン

第19次経営計画ではこの「3C」に、新たに

を掲げ、全社をあげて目標達成に向け新たな成⾧に挑戦していきます。

第18次経営計画で“3Cイノベーション“として取組んできた、

信 頼
C o n f i d e n c e

競 争 力
C o m p e t i t i v e n e s s

実 行 力
C a p a b i l i t y

にさらに磨きをかけ

挑 戦
C h a l l e n g e

を加えた「4C」を経営目標とし、



信 頼

C o n f i d e n c e

競 争 力

C o m p e t i t i v e n e s s

実 行 力

C a p a b i l i t y

挑 戦

C h a l l e n g e

『挑戦、未来へ 4つのC』
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安全・品質の追求と社会的責務の遂行信 頼
C o n f i d e n c e

・全員参加による安全文化の確立のための

「環境（組織）・人・仕組み」づくりを進める

経営目標1

・品質管理能力の向上に努める

・自律的なコンプライアンス風土の確立とリスクへの

迅速な組織的対処を行う

・ CSR・ESG・SDGs、BCPに積極的に取組む
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競争力
C ompe t i t i v e n e s s

経営目標2

受注確度の向上と顧客の多様なニーズへの対応

・競争に打ち勝つため筋肉質な体質への強化に努める

・JR工事の確実な遂行を行う

・実績の積み上げにより官公庁工事での売上拡大に取組む

・競争力を高めることにより民間建築での売上拡大に取組む

・地域に根差した売上拡大戦略を進める
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・DXツール活用による効率化と情報セキュリティ確保に取組む

実行力
C a p a b i l i t y

経営目標3

変化を乗り越える技術力と機動力の発揮

・継続的な技術力向上と技術開発に取組む

・中⾧期的視野に立った人材活用と育成に努める

・人材の確保と機動的要員配置を行う
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未 来 に 向 け た 挑 戦
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潜在するリスクと不安全行動の確実な排除
安全にかかわる潜在リスクの排除と、

品質の作りみの組織化・標準化

• AI活用・遠隔臨場、危険・品質管理の見える化
• クラウドカメラを活用した本支店による施工管理、

品質管理の支援
• ヒューマンエラーをカバーするICTの取組

さらなる安全と高い品質の追求
• 現状に満足することなく、さらなる安全と高い品質を追求するため、

「環境（組織）・人・仕組み」づくりに磨きをかけ、無事故・無災害で高品質の工事を行っていきます。

• 墜落などの危険体感や、実習線を活用した列車待避訓練など新たな研修
施設を活用した実践的な教育の実施

• 模型等を活用した品質管理、技術教育の充実
• 教育内容の統一と拡充を目的とした、部門を跨いだ安全共通研修の実施

自らが考え、気づき、
行動できる社員（人）
の育成

人づくり

常に安全最優先の行動ができる環境
安全・品質に目を配ることができる環境づくり

• 全社員の安全・品質管理意識の高揚を目的とした情報共
有基盤の整備
例：情報が自動更新されるデジタルサイネージの整備

• タブレットを用いた保守用車運転支援装置の開発

環境仕組み

挑 戦
C h a l l e n g e

経営目標4

未来に向けて
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強 み を 活 か し た 技 術 開 発 ～ 鉄 道 ・ 維 持 補 修 関 連 の 技 術 開 発 推 進 ～

技術力のさらなる向上（ハード）
• 当社の強みとなっている特色と経験を活かし、今後も技術開発や新技術導入、社員と組織の技術力の

向上に努めます。

実施済み例

よ り 安 全 に

DIMRO

光ファイバをもちいた軌道検測装置。高精
度・高頻度で計測できるのが特徴。地中変位
も計測可能でトンネル工事等への応用をめざ
し技術開発中

よ り 効 率 的 に

多目的トロ用両側レール積卸機

レールを両側に降ろすことを可能に
することで、レールの運搬・積卸の
効率向上

よ り 強 く

SMIC

柱・梁の構面内に、鉄骨と繊維補強コンク
リートで構成される「SMIC部材」を接着接合
にて一体化し、耐震性能を向上させる開放型
の耐震補強工法

挑 戦
C h a l l e n g e

経営目標4

未来に向けて
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技術力のさらなる向上（ソフト）
• 当社の強みとなっている特色と経験を活かし、今後も技術開発や新技術導入、社員と組織の技術力の

向上に努めます。

点群データ活用 バックオフィス業務の推進 大型工事JV参入

新技術の積極導入 ～建設ICTなどの推進～ 社員の技術力向上 ～知識・技能・経験 バランスのとれた育成～

挑 戦
C h a l l e n g e

経営目標4

未来に向けて

研修施設の活用




















